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■ 廃棄物処理・資源循環における廃棄物エネルギーや再生可能資源の活用拡大を支援。
■ 脱炭素社会の実現に向け、資源循環分野におけるイノベーションを更に加速化し、社会実装

していくことが必要。

プラスチック代替素材への転換・社会実装支援
R3予算案 36億円

リサイクル・バイオプラスチック等の
製造設備の導入促進

3次補正 76億円、R3予算案 43億円

自立・分散型の地域エネルギーセンターの整備支援
R3予算案 260億円

廃棄物処理システムの脱炭素化
R3予算案 ４億円

資源循環を通じた脱炭素社会・循環経済の実現
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廃棄物発電電力を災害時の非常用電源として有効活用

充電済電池

充電設備
高圧蒸気

低圧蒸気
復 水

電 気

大規模
蒸気蓄熱

ごみ焼却
施設

ヒート
ポンプ

電気
ヒーター

再生可能
ｴﾈﾙｷﾞｰ

工場等

地域での熱・電気の高度利用活用実現

＜Li-ion電池リサイクル設備＞
＜石油精製所を活用した

リサイクル設備＞
＜バイオマスプラスチック製造設備＞

製品・容器包装

①代替素材＝再生可能資源
等への転換・社会実装化

マイクロビーズ等

海洋流出

再生可能資源
（国内の未利用バイオマスを積極的に活用）

 省CO2型のプラスチック高度リサイクル・再生可能資源由来素材
の製造設備、再エネ関連製品等リサイクル高度化設備への補助

 化石由来プラスチック
を代替する省CO2型
バイオプラスチック等
への転換・社会実装
を推進

 廃棄物処理施設で
得られるエネルギーを
有効活用した
地域エネルギーセンターの
整備費用を交付・補助

 熱利用の高度化等の施設の技術面・処理工程の効率化・省力化を実証




